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日 時 令和元年9月10日（火）18時30分～20時00分 

会 場 北広島市役所5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、冨士原委員、東口委員、中目委員、西澤委員、湯㘴

委員、高嶋委員、亀岡委員、菊地委員 

欠席委員  

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、橋本子育て担当参事、遠藤健康

推進課長、記内子ども家庭課主査、笠井子ども家庭課主査、印牧子ども家庭

課主査、加藤子ども家庭課主査、野切健康推進課主査、金田子ども家庭課主

事 

 

 

○事務局    （開会あいさつ） 

 

○会長     はい、お晩でございます。皆さんご出席いただきありがとうございます。9

月なのに昨日も今日も暑かったですけれども、お身体の方はいかがでしょうか。 

それでは第3回の子ども・子育て会議を開催させていただきたいと思います。 

私たちのまちが子供の育ちと、それから子育てにとってより良い環境になり

ますよう、本日も皆様からご意見を賜りたいと存じますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

今日の審議事項は2点、それから報告事項が1件ということで、ちょっと審

議事項の2番目がボリュームがありますが、皆さまのご協力を得てスムーズに

審議を進めさせていただければと願っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

それでは早速ですが審議事項の1番目、教育・保育提供区域の設定について

ということで事務局の方からご説明をお願いいたします。 

 

○事務局    審議事項(1)の説明に入る前に、お知らせですが、今日のこの子ども・子育

て会議におきましては、もともとのスケジュールでは確保方策について審議い

ただく予定としておりましたけれども幼児教育・保育の無償化による影響も踏

まえながらと思っておりまして、今日は申し訳ございません、間に合いません

でした。なので本日は先に計画の骨子の部分についてご審議していただきまし

て、確保方策につきましては次回の子ども・子育て会議でお願いしたいと思っ

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

        （資料１に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。教育・保育提供区域の設定で、第2期プラン

に関しましても第 1 期のプランと同じように学童保育を除くものに関しまし

ては全市で、学童保育に関しましては小学校区でいうことで事務局から説明が

ありました。委員の皆様からご質問・ご意見がありましたら承りたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

いかがでしょうか。第1期プランと同じように今回も同じ考え方で提供区域

を考えていくということでよろしゅうございますか。 

（異議なし） 

はい、それではありがとうございます。 

それでは続きまして審議事項の 2 番目ということで、第 2 期北広島市子ど

も・子育て支援プラン骨子案についてということで、これも事務局からご説明

をお願いいたします。 

別記様式(第3条関係) 
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○事務局    （資料２に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。ちょっとボリュームがあったんですが、それ

ぞれのお立場から次回の確保方策についてもご審議いただくようになるので、

この骨子の部分、字句の修正については細かい部分は後でまたお気づきいただ

いたときに事務局にご連絡いただくということにさせていただきます。 

ちょっと感想的な感じでもいいんですが、ご意見・ご質問等を承りたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

委員お願いします。 

 

○委員     34 ページの病児保育事業のところなんですけれども、ファミリー・サポー

ト・センター事業の方には利用者登録会員数が載っているんですけれども、病

児の方は利用者のみしか書かれていない理由が知りたいのと、この事業は実際

実績が重要というよりは保険的役割、本当に預け先がなくて困るという時にそ

ういう不安を取り除くための要素の強い事業だと思うので、どのくらいの人が

登録しているというのも必要かなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局お願いいたします。 

 

○事務局    はい、ありがとうございます。(7)のファミリー・サポート・センターの方

と比較ができていなかったところもございますので、登録会員数は過去の実績

も含めて把握しておりますので掲載する方向で検討していきたいと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。委員よろしいですか。ほかの委員の皆さま、

いかがでしょうか。どうぞ、委員お願いします。 

 

○委員     子育て世代包括支援センターのすくすくネットのことは、基本目標6のとこ

ろに当たるのでしょうか。名前が出てこないので。 

 

○会長     事務局お願いします。 

 

○事務局    第4章のところの基本目標については、第1期計画の基本目標を、今は書い

てありますが、この基本目標の項目を含めて今後検討していきます。すくすく

ネットの中身につきましては、新しい基本目標の枠組みの中で第6章に出て来

ることになります。すくすくネット、子育て包括と言う事業名につきましても

出てくるようにしたいと思います。 

そして31ページの地域子ども・子育て支援事業のうちの、(1)の利用者支援

事業としてもすくすくネットは実施をしておりますので、ここの実績が令和元

年度から2になっていますのは、すくすくネット、母子保健型の利用者支援事

業を開始して2か所になっているという表記になっております。 

 

○会長     委員いかがですか。 

 

○委員     勉強不足で申し訳ないんですけど、この母子保健型の利用者支援事業という

のは具体的にはどのような内容をされているのでしょうか。 

 

○会長     はい、では事務局お願いいたします。 
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○事務局    母子保健型の利用者支援事業につきましては、妊娠期からの主に母子保健に

関わるような業務を位置づけてきておりまして、妊娠の届出の際に妊婦さんの

全数と面接をしながら、状況を把握して必要なサービスや情報提供を妊娠期か

ら行っていくというような形で母子保健型のスタートをしておりまして、妊娠

期から始まって、出産、それから赤ちゃん訪問に繋ぎ、健診に繋ぐというよう

な一連の流れで相談に応じていき、何か必要なサービスがあればその時点でま

たサービスに繋ぎ合わせていくというような、相談を中心とした業務となって

おります。 

 

○委員     ありがとうございます。内容は分かったんですけれども、パンフレットを見

ると、ファミリー・サポート・センター事業とか、小学校6年生まで対象のも

のも含まれていて子ども家庭課と連携をとってやっていく事業だと思うんで

すけど、例えば私が出会う親子さんの中には北広島に引越してきて、もう小学

生になっているお子さんがいるご家庭だと、子育てガイドも手にする機会がな

かったりとかそういうようなことがあるので、脱線しちゃってるかもしれない

んですけど、すくすくネットはどんな風に家庭にお知らせしていくのか。 

出産前のお母さんたちは、その流れに乗ってきちんといけるのかなと思うん

ですけれども、それ以外の方たちにはどんな感じでお伝えしていっているのか

なというのが知りたいです。 

 

○事務局    妊娠している方ですと、第1の窓口が保健師さんのところになっておりまし

て、それ以外の転入されてきた就学前の子どもがいるご家庭ですと、地域子育

て支援センターの方にご相談をいただいたり、窓口になるのかなと思います。 

その後の小学生以降ということになると、どういう風に切れ目のない支援を

繋いでいくかっていうのは、今後の課題であると考えております。 

 

○委員     ありがとうございます。未就学の方も出向いていかないとわからない感じで

すよね。 

 

○事務局    7月からすくすくネットが始まったということで、まずは開設されたという

周知を現在しているところでして、妊娠届を出されたときにパンフレットなど

を配布して周知を図っていることと、あいあいに来られた方や乳幼児健診に来

られた方から周知を始めている段階です。ですので、周知に関しましてはまだ

追いついていないというところがございますので、今後検討していきたいと思

います。 

 

○事務局    もう1つ付け加えさせていただきたいんですけれども、今年7月から子育て

アプリを開設しております。ご登録していただければ、子育てに関する情報が

皆さんのスマホに、お手元に届くというサービスになっております。 

これにつきましては市民課や子ども家庭課の窓口で順次、転入者を含めてパ

ンフレットをお手に取っていただけるように設置しておりますので、アプリに

も登録していただけるとすくすくネットも含めて情報提供していきやすいと

考えております。 

 

○会長     よろしいですか。ほか委員の皆さんいかがでしょうか。委員、いかがでしょ

う。 

 

○委員     改めてご説明いただいて拝見するとですね、計画と実績が極端に違うと。例

えば訂正の入った33ページ、子育てに関する支援事業の利用者数はほぼ200％、
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倍になっているんですね。こういった事業の運営状況というのは、実際には

30 年度はどうであったかということを教えていただきたいのと、こういった

実績を踏まえて今年度はどのような対策を講じて運営なさっているのか。 

また、このほかの事業でもこういった実績を踏まえて対策を講じて運営なさ

っている事業があれば教えていただきたいと思います。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。事務局お願いいたします。 

 

○事務局    ファミサポの件ですけれども、実際の状況としては依頼をされてから協力会

員さんを探しますが、依頼に応えられなかったことはありませんでした。 

それで偏りがあるかもしれませんが、協力会員さんたちが仕事をしている方

もいるんですけれども時間を割いて活動してくれているところが実情です。 

今のところこの数字は倍にはなってるんですけれども、足りないっていうこ

とはありませんでした。 

協力会員さんの数を増やすことについても、先日道新さんの方にも記事を載

せていただいたんですけれども、やっぱり地域の中で助けてくださる方に多く

協力会員になっていただきたいと思っていますので、今後もいろいろなところ

にPRをしながら、協力会員になってもらえるようにやっていきたいと思って

おります。 

 

○事務局    その他の事業で実績に応じて対応をしたものということでしたけれども、放

課後児童健全育成事業（学童クラブ）につきましては、27 年以降の実績がや

はり計画値を上回った状況もございまして、毎年の実態に応じて、施設を新た

に借上げたりですとか、増築や改築をしたり、東部学童クラブにつきましては

本年度から新しい施設を整備していますけれども、そういった対応をしてきて

いるところです。 

また、入所児童数に応じた指導員体制となるように、指導員の増員も行って

きているという状況です。 

 

○会長     よろしいですか。ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。何かお

気づきの点、もしくはご質問ございましたらお願いします。 

        （特になし） 

今の委員の質問に関連して、次回から確保方策のご審議をいただかなきゃい

けませんので、私の方からもちょっとご質問させていただこうと思うのですが、

先ほどのファミリー・サポート・センター事業、それから放課後児童健全育成

事業・学童クラブなどは計画値と実績値に大きな開きがあったということで、

第1期も委員の皆様にご審議いただいて、量の見込み・確保方策を作ってプラ

ンを立てていた訳なんですけれども、今度第2期も同じようなことをしていか

なきゃいけないというところで、実績値と実態はちゃんとニーズに応えられた

という事なんですが、この会議の使命としてはプランを作成しなきゃいけない

ということになると、理想は実績値と確保方策・量の見込みに余りにも乖離が

ないように、何かよっぽど時代の大きな変化がない限り、予想できないものが

ない限りはやっぱり近いもので確保方策を立てていくということが望ましい

だろうということを2期目になりまして考える訳なんですが、そうやって振り

返ったときに、我々がそこまで見通すことができなかった要因というものは何

なのかというのを、事務局の方でお気づきの部分がありましたら、次回皆さん

に検討いただくときのヒントをなるかなと思うので、教えていただきたいなと

思うんですが、いかがでしょうか。 
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○事務局    なかなか難しいご質問なんですけれども、今回第2期で、第1期でもそうだ

ったんですけれども、事前にニーズ調査を行いまして、調査の結果から、各事

業のニーズを算出して基本的には計画値にしているという流れでございます

けれども、第1期につきましてはその前の計画がなかったので、まっさらな状

態でニーズ調査のみを頼りに計画値を作るしかなかったんですけれども、第2

期につきましては第1期の第3章のところでお示ししております、第1期の実

施結果がございますので、ニーズ調査プラス第1期の結果を踏まえて検討する

ことができるので、前回よりもヒントになるものが多いと考えております。 

 

○会長     ありがとうございます。やはりこの第3章の第1期計画の実施状況、ここが

ヒントになって次回から皆さんにご審議いただくための部分、確保方策の 1

つの指標にもなるのかと思います。 

ニーズ調査はもちろん大事ですけれども、今日改めて確認できた部分があり

ますし、修正版が送られてきますので、また次回までにお目通しいただいて、

それぞれ委員の皆さんでイメージを膨らませていただくというか、考えておい

ていただくことが大事かと思いますので、ご多忙かと思いますがよろしくお願

いいたします。 

いかがでしょうが、その他ありますか。 

（特になし） 

よろしければ次の報告事項ですね、進めさせていただきます。 

今後のスケジュールについてということで、こちらも事務局の方からお願い

いたします。 

 

○事務局    （資料３に沿って説明） 

 

 

○飯浜会長   はい、ありがとうございます。何かご質問ありますでしょうか。 

（特になし） 

ありがとうございます。 

審議、報告事項の確認をちょっとさせていただきたいと思います。第2期の

子ども・子育て支援プラン骨子案ということで、その前の審議事項1も含めま

して第 1、第 2、第 3、第 7 章に関しましては字句の修正は事務局に一任とい

うことで、お気づきな点がありましたら連絡いただくということを踏まえてで

すね、ご承認いただいたということでよろしゅうございますでしょうか。 

（異議なし） 

残りの章に関しましては次回以降ご審議いただくということなります。9月

末、今月末ですね、確保方策等についてもご審議いただくご案内があるかと思

いますので、大変恐縮ですがまたお集まりいただきたいなと思います。 

それまでもう一度、今日の資料をお目通ししていただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

改めまして非常に責任重大な審議を行っているなということを第 1 期を振

り返りまして会長の立場として感じましたので、皆様のお知恵をいただきなが

ら第2期プラン作成に臨んでいきたいと思いますので、今後ともどうぞよろし

くお願いいたします。 

それでは、本日第3回の子ども・子育て会議を終了させていただきます。ご

審議ありがとうございました。 

 

 


